
ナイジェリアにおける

アーバニゼーションの経済分析

―その労働供給側面に関する試論 ー一

虹
細 み見 い真 ゃ也

まえが き

いうまでもなく， 「低開発国においては， 政治的

混乱の解決なくして経済開発の推進はありえな

い」という主張をわれわれは無視しうるものでは

ない。 しかしながら政治的混乱のない低開発諸国

においても， その経済開発は必ずしも容易ではな

いのである。

しからばなぜにそれが容易に開発の軌道に乗り

えないのであろうか。 この問題に解答することは

きわめて困難な仕事ではあるが， 本稿によってそ

の一端にふれ， 今後の研究に対するなんらかの示

峻を提起することができれば幸いである。

さてあらためていうまでもなく，低開発国がそ

の開発を経済計画の線にそって遂行しようとする

場合，井上竜夫教授（宇都宮大・農学部）も論及さ

れているとおり， 「後進国は資本設備が過少であ

って， 著しい増加を示す人口を吸収するに足る生

産能力を持たないところの経済であり， したがっ

て労働を完全雇用するに必要な成長率（完全雁用成

長率）こそ問題となる」（注 1)のである。この点は特

に人口桐密な低開発諸国， なかんずくおよそ3500

万とい うアフ リカ地域随一の人口を擁する ナイジ

ェリア連邦 (TheFederation of Nigeria)の国民経

済を研究する場合， きわめて重要な研究課題であ

るといわなければならない。すなわちヌルクセも

指摘しているように，．人口棚密国においては 「労

働のば く大な浪費があ り， しかも労働はいっさい

の富の源泉であるといわれている」のである（注2)。

それゆえにナイジェリア経済の開発計画において

も，労働の浪費を阻止し， なんらかの方法によっ

てその豊富な労働力を資本蓄積へ参加，動員させ

ることが第 1目標とされねばならないことは当然

である。

ここにおいてナイジェリアの都市人口の増加，

すなわちアーバニゼーション (urbanization)の問

題が浮かびあがってくるのである。 しかしわれわ

れはナイジェ リアにおいて， いわゆるア ーバニゼ

ーションが進展することに より， ヌルクセの指摘

する「労働の浪費」がただちに解消されうるもの

であ り， 開発計画が軌道に乗るであろうと速断す

ることは許されない。 むしろ低開発諸国において

アー パニゼーションが急激になされる結果， ある

いはその過程に， いわゆる偽装失業的状態（注3)が

強化されるのではあるまいかという推定が行なわ

れるところにこそ，低開発諸国がロストウ(W.W. 

Rostow)教授のいう “take-off"段階に到達しうる

こと の困難さの 一端があるといわねばならないか

らである。

したがって本稿においては， ナイジェリア の急

激なアーパニゼーションがいかなるメカニズムを

貫いて「偽装失業的状態」を形成するのかに関説
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第 1図 ナイジェリアの主要都市

(Western Region) 

1. Lagos 
2. Abeokuta 
3. Ibadan 
4. Iwo 
5. Oyo 
6. Ogbomosho 
7. Oshogbo 
8. Ede 
9. Ife 
10. Ilorin 

(Northern Region) 

11. Kano 
12. Maiduguri 
13. Zaria 
14. Katsina 
15. Sokoto 
16. Gusau 
17. Kaduna 
18. Jos 
19. Minna 

(Eastern Region) 

20. Onitsha 
21. Enugu 
22. Port Harcout 
23. Aba 
24. Calabar 

N
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たこと は，ヌIレクセのいう偽装失

業 (disguisedunemployment)の

概念に著しく 類似していなが ら，

同時に一線を画すべき概念であ る

ことを意味している。つまりヌル

クセの強調する小農経済における

概念ではなく， 都市社会 (urban

community) においてもその労働

の限界生産力が著しく低位にある

ような労慟i福用が存在する ことを

含意したいのである。

I 都市化の概念規定

われわれが都市化の実態分析

からさらに経済分析へ と進む場

合， 「都市化 (urbanization) と

したいと思う。 もちろん本稿はこれだけで完成し

た1つの研究成果というべきものではなく， 今後

における ナイジェリア研究のための礎石ともいう

べきものである。ただあらためてことわるまでも

なく， ナイジェリアに関する諸種の統計資料など

の不足のため， 本稿の展開が著 しく阻害されたこ

とを付記 しておく。

（注 l) 東畑梢ー・ 大川一司緬， 『日本の経済と農

業』上巻，1956年， 56ページ。

（注 2) R. Nurkse, Capital Formation in Under-

developed Countries, 011訳，土尾六郎訳，『後進諸国

の資本形成』，48ページ）。

（注 3) ここで「偽装失業的状態」との用語を使っ

は何か」という都市化の概念規

定がまず行なわれなければな ら

ない。そし てそれを端的にいえ

ば，国連報告にも指摘されてい

るように，都市化とは 1国の人

口の増加部分が都市地域に居住

することの現象を意味するので

ある（注4)。そこで本稲もその規

定に従う訳であるが， この規定をさ らに明確にし

ておきたい。

すでにまえがきにおいて も指摘してきたと お

り，低開発諸国にはばく大な労働の浪費が行な

われており，なかんずく第 1次産業部門におけ

る労働の浪費は著しいものであるといわれている

(i:l:5)。いうまでもなくこの概念はヌルクセのいう

偽装失業(disguised unemployment) によって代

表的に表現されているのではあるが， 「低所得就

業」（注6), 「過剰就業」（注7), 「潜在失業」（注8)など

もかなりの近似性をもって労働の浪費を表現して

いるといえよう。

53 



竺2竺"-..._. .._.....: •エ？ 調 査 '.'.'.'.'.で2?血：：2-ー・::：？2....エ.............'.'.. ._..］＝•竺22::•:＝•竺'_'.'.''.'.!'.！竺．． ， ．．．． ． ．． ． ．． ． ．．．．こで9'_'.'."...... . ..... . . . . . . ... .._．．． ．．．．．．．．．． ． ．．．．皿·竺

第 2図 人
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しかしながらいずれの概念規定

に従うと して も， それが各産業部

門間は9)における労働の生j祖力0)

不均等を重要視しているものであ

ることは明 らかである。すなわち

ヌルクセもその著樹において述べ

ているように， 偽装失業の状態と

は「労働の限界生産力が広範囲に

わたって ゼロである」(tl:10）こと を

クとの主内容としているのである。

もちろん事実としてヌルクセの論

述するよ うな「限界生産力がゼロ

である労働」 の状態が広範に存在

すると断定することはきわめて疑

間のあるところであるが， 人II梱

密な小農経済が支配的な 低閲発諸

瓜においては， 労働の限界生庄カ

がゼロではないにしても著しく低

位にあることは確かであろう Q し

かも第 1次廂業部門における それ

は， 第 2次および第 3次部11りにお

けるよりもはるかに低いところに

おか才してしヽ るのである。 この、点は，

ぃオ）ゆるモノカルチャ経済として

特質化されているアフリカや束l柑

アジアをはじめとする低開発地城

の国民経済を究叫する場合 ，特に

董炭な遠味をもつものといわねば

なるまい。そこで労働1Ii場が‘；し全

認Jr0)状態にあるならば， 第 1次

産業部門か ら第 2次および第3次

部門へ労働が移動することによ

り， ヌルクセのいう「労働の浪費」

を解消する こと ができるはずであ
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る。

ところでわれわれがここで都

市化として問題にしている滉象

は，都市における人口増加がそ

の自然増加率よりもはるかに恙

速度で行なわれているもので，

そこに都市人口の増加，すなわ

ち都市化の経済的側而として都

市における労働）Jの増加を問題

とする 1つの板拠が与えられて

いると思われる。つまり「農村

人口の減少を伴いながら都市人

口が膨脹する」（注11) という明確

な現象としては見られないとし

ても，農村人口の増加部分が都

喜。・

とこの然レー
Tヽ―-，

 

ま,1
 

のるす人流こ,＂i
 

1
J
 

叶

ながら移動しうるものとしての

労働力人口にはかならない。そ

れゆえに「）農村人口の相対的減

少を伴いながら都市人口が増加

する塊象を部市化の現象形態の

1つと規定する」ことがでぎる

のである Q したがってこの滉象

に内在する労働力人1_:_10)}農村か

ら都1|iへの流人を都1|i化の顕在

的経済問題の 1つとして分析し

たいと思う。

直 4) U. N., Report on the 

World Social Situation, p. 111~ 

112 

（注 5) この点に関しては， ヌ

ルクセのみならず多数の経済学者

により指摘されているのである

が，特にわが国に関しては，大川

ー司教授による過剰就業の研究に

第 4図 ナイジェリアの都市地区

ヨーロッパ人の閲発した港約11ir|l
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第 5図 混合 農業 の分 散
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第 6図 輸出向け農業生産額

． •·· 
． 

おいてかなり明白に示さ れている。

（注 6) 川斯諏任教授稿， 「農業における潜在失業

-―その経済的意味と産業構造的基礎」，『農業におけ

る潜在失業』 （東畑粕一細） 1956年， 81 ~ 107ペー

ジ。

川野教授は本稿において， 「同一能力の労働がその

就業分野を異にする ことによって異なる実質労働報酬

を受ける時は，その低い方の分野における就業はこれ

を低所得就業 (unde;employment)の状態にあるとい

ぅ， そして農業における 問題はこの低所得就業があた

かも農業労鋤と一体不可翡1i0)関係に結ばれているとこ

ろにあると。つまり同一労働能力をもつ労慟がただ農

業に就業するというだけの理由によって，特殊的に低

い所得をうける関係にあるというところにその中心的

な問題があるわけである」 として， 産業部門間におけ

る問題性を強調されている。

（注 7) 大川一司著，『農業の経済分析』， 1957年，

84~99ページ。 大）II一司緬，『過刺就業と日本農業』

1959年。

（注 8) 東畑梢一博士稿，序文 『農業における楷在

失業』 （東畑精一編） 1956年， 日本評論新社， 1~5 

ページ。

東畑栂士は本稿においてつぎのように褐在失業の概

念におけ る並業部門間の問題を指摘さ れている。すな

56 

わち， 「（前略），そこであらため

てこ の経済の近代化された局面の

かたわらにみずからはなおまだ近

代化されていない膨大な産業群，

企業群における労鋤の態様が，右

の新しい正常状態の立場から 見直

される ようになったのである。か

くして潜在失業，不完全就業は，

いまやその命名も，その問題もと

もに成立したのである。 日本の資

本主義的発展に伴う国民経済の二

歌樅造の成立こそ，潜在失業の名

づけ親であり，問題の生体である

といわなければならない。」

（注 9) 第 1次産業（農林水産

業），第 2次産業（鉱1こ業）および

耐19言9 ~：:9 ノ(::｛：：；：:）：；;
頬に従うものとする。

（注10) R. Nurkse, op. cit., p. 49. 

（注11) 祝武直， 日高六郎， 高橋徹紺， 『社会学辞

典』， 有斐閣， 669ページ， 「都市化 urbanization」。

n ナイジ ェリアにおけ る都市化の実態

ナイジェリアのいかなる問題の研究において

も， その植民地化の歴史的背景を看過することが

許されない ことはあらためていうまでもない。す

なわちこの 国においても， 他の旧植民地諸園 と同

じくイギ リス（ナイジェリアは111イギリス領である）

の経済的利益を追求するために政治的支配を確立

し， 報道，通信機関を設立 し， 通貨を調位 整理

し， 輸出農産物の現地生涯を強化し，最終的には

ヨーロ ッパの工業製品への儒要を刺激することが

要請され， 事実それが遂行されたのである。宗主

国の植民政策が (1)工業原材料の生産国， （2）工業製

品市場として植民地を固定してきた点において，

いまなお 旧植民地経済に深大な影態を残している

ことはもち ろん注目されなければならないが， 上
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述のような宗主国としてのイギリスによる社会・

経済環境 (socio-economical environment) の開

発， 整備により， ナイジェリアの都市化がきわめ

て急激かつ容易に行なわれうる基盤がもたらされ

たことは事実であり， しかもそれは顕著に推進さ

れてきていると推定されることも看過さるべきで

ない（第 1表）。

(1) 税金支払い， 高価な消費財購入および結

納金謁達などのため現金収入を必要とするこ

と。

(2) 1人当たりの土地面積が僅少であること

ではなく，土地の利用と耕作方法 (methodsof 

utilization and cultivation of the land)の粗悪

さからくる作物の不作による食糧不足という人

口に対する土地からの圧迫。さてここでナイジェリアの都市化の動因を究閲

する前に， 国連報告直12)から低開発地域における

都I•Ii化， なかんずくアフリカ (Africa South of 

the Sahala)における それを一般化してみたい。す

なわち同報告は， アフリカにおける都市への人口

移動 (migrationto citie~) が起こる原因としてつ

ぎのものをあげている。

(3) 部族生活 (triballife)の単調さと厳格な

支配から抜けでること， およびそれを打破した

いという願望。

(4) 物質的厚生が改良されうると同様に， 人

間の進歩と独立の機会があるという都市に内在

するある種の魅力。

第 1表主要都市の人口増加 （単位：人）

|―----- --------― -..— 囀 - - · ;| 
ー ー ・•- . - • 一・争 ー・・――--・・・-・-

I 

地 域別 都市名 ！ 1911年 1921年 )1931年(A)i 1953年(B)I B-A/A(%) 
I I 

Ibadan I 175,000 I 238,094 I 387,133 I 459,196 
`os 73,766 99,690 126,108 267,407 1翌
Ogbomasho I 80,000 I 84,860 I 86,744 I 139,535 I 61 
Oshagbo 
Ife 

I 59,821 51,418 49,599 122,728 147 
36,231 I 22,184 i 24,170 I 110,790 I 358 

Iwo 1 60,000 53,588 57,191 100,006 75 

(The Western Region)) Abeokuta I 51,255 I 28,941 I 45,763 I 84,451 
0yo | 45,438 40,356 48,733 72,133 悶
Ilesha i - -1 21,892 72,029 229 
Benin Cily - - | _ 

I I I 53,753 

返部州

醤竺 ， 33,362 28,6(）1 36,805 49,690 35 
I 

26,577 48,360 1 52,392 44,808 - 14.4 
Sapele : 2,107 I. 2,151 I 4,143 I 33,538 I 712 
k;no--- 1 -- -- | --1----］_ー----
Maiduguri 

i 二 49,938 97,031 130,173 34 
16,274 i 24,359 I 54,646 I 124 

Zaria - l 25,000 28,000 53,974 93 
Katsina I - I 17,489 I 22,349 I 52,672 I 136 
Sokoto I - ! 19,335 I 20,084 I 47,643 I 137 

北 部 州

I '.. 

! 

Ilorin | | 9 

(The Northern Region) I ・
G 

ニ 38,668 47,412 40,994 - 13.5 
u".au 1 - j 10,412 I 14,878 j 40,202 I 170 

kaduna ' - 1 5,428 10,628 38,794 265 
Jos - I 2,000 1 2,467 38,527 146l 
Minna : - I 2,000 | 5,143 12,810 | 143 

・-・-.... ...... •.. . ... ・・・・-・ ・・-・・ .. .. ― ー ・• --. 

東 部 州
Onitsha ! - 10 319 18,084 ! 76,921 325 
Enugu 二 3:170 12,959 62,764 1 384 
Port Harcout I - I 7,185 I 15,201 

(The Eastern Region) 1 J¥ba - 369 
71,634 | 

2,327 
Calabar ・ 

12,9381 57,787 | 347 
- I 15,438 I 16,958 I 46,705 : 175 

I^.J,・・ ー・一 ー・ ・・— .. -• -. -• --1 ---- . •• --.―ー・・―:.、一 ― -—• ---
（出所） J. S. Coleman, Nigeria: Background to Nationalism, p. 74 

（注） 本表は上載需の表を籠者が加工したものである。
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(5) すでに都1|iに届住している家族にその一

員として加わりたいという気持。

（6) ある部族においては， IIIJ(towns)に届住

する期閻に関連した社会的名声 (thesocial pres・

tige)が存在する こと。

(7) 労働紹介所 (thelabor-recruiting agents) 

からの作用。

とこ／2でわれわれは国連報告の指摘した．上記の

諸原囚が， いわゆるマスコ ~` (mass communi-

cations)によりその作用を蕃し く容易に行なう こ

とができ ることを忘れてはならないであろう 。

論述をナイジェリアに移すな らは 最近の‘t省報

による とは13)，発行部数 9J)6000をかぞえる The

Daily Times紙を箪頭として， ナイジェリアの 1こl

刊紙は 1::1曜新聞をあわせると 10数紙にのぼり， 迎

刊紙は 6' 定期刊行誌は19におよんでいる。 さら

にラジオ放送は NigerianBroadcasting Co.をは

じめ 5つの放送局があり， 全国に270)ステ ーショ

ンを設逍 しているのである。 くわえてアフ リカや

東南アジアの低開発国においてはきわめてわずか

の国において行なわれているにすぎないテ レビ放

送が， イバダン (Ibadan)とアハフォン (Abafon)

において 1959外切ヽ ら1)罪始さオしたと しヽ わオしてしヽ るの

である（社14)。（ラジ オ放送は，）・liにそれが多数の放

送局を持ってい るだけではわれわれの分析の対象

とはな りえないのであ り， 受信機の台数および放

送時間， 聴取率などからマ ス・コ ミとしての機能

を判定すべきであることはいうまでもない） （第2

表 I)。

第2表 （I) ラジオ受信機の輸入台数

I 
調査年門竺 1955年 |1956門|1957年 I1958年I1959年

台 数 I10,524 23,028 | 61,020 39,936 1 42,516 61,068 

●●— ····-·-·•ー•--•• - --- • ・ •· · .. “•• ●・●.・ ・． 

（出所） 日本プラン ト協会編， 『ナイシ ェリア の経
済事愉』， 64ページ。

（資料） Federal Office of Statistician, Digest of 
Statistics. 

いずれにしても（第 2表II)において端的に小さ

れているように， ナイ ジェリアがアフ リカにおい

て山めるマス・コミの発辿度はかなり i霜いもので

あること は明らかである。 さらにナイジェリ アは

マス・コ ミの発追において アフリカ でかなり高い

位；性にあるが， 同時にその教育の普及度において

もきわめて特徴的である（第 3表）。 ナイジェリア

の教育について特に注目さオ Lねばならないのは，

1955年 1月から，西；ー・f|i州 (The・western Region)に

おいて 6歳から12歳までの児童全員に対する無料

初＇；『教育制1文が樹立されてい ること である。 そし

て1958年には学齢児咆 (6~12歳）数は全1卦で約500

万人であると推定されてい るが， その うち 250万

第2表 (II) fil.iアフリカにおけるマス・コ ミュ ニケーション
-、 O-

国 名 1調森年紙数 1 発行部数 1 ]斤聞用紙肛費盤 ！1 放 送
！総数人口 1,000人，

| ——• ---．ー・ • • • • • 一 ·--• _.. ＿, •一・

当 たり紙数i1956年 ：1957年 1958年 ！調壺年 ，聴取者数 局数-------- --―- •一 ．． • 一ー
ナイジ ェ リア i1957年 15 224 7 3.（） 2.2 | 3.2 1958年 73 8 
ガ ー ナ ． ク年 5 10l 2l l. 6 1.5, 2.4 ク年 101 1 -: 

仏領西 アフリカ ： ク年 7 I ,l2 2 I o.4 I -. - ， ク年 ー 7 
ベルギー領コン ゴ ， ク年 8 I <to 3 I -I - ― ク年： 19 」4
ケ ニ ア 1955年 4 3l 5 1.3 2.（） ! l.8， ク年 I 25 7 

南 ア 連 邦 1952年 19 730, 57 68.3 73.7 : 71.8,I ク年 866 I 11 
モ ロ ・ノ コ 1 1955年 9 196 | 23 4.8 3.6 2.6 | ク 年 497 12 
エジ プ ト 1 1952年 5o I 515 i 25 I 25.2 I 19.6 i 3o.5|， ク年 1,000 29 
（日本） 1957年 94 I 36,373: 400 i 485.3 I 543.3 i 568.7 i! 'l年 14,610 297 

I ●●.... ー・ 一ー・ •-• • -.... ・ --・ --• • • -•一ー · • ·• -- -- ..． ・-・ --•• •----• -- ．．．.．. ..． ．--•一．． ．．ー・ •• · —....... 

（注） 単イ立：発行部数1000部， 消費臨1000トソ，聴取者数］000人。

（出所） 日本プラ` ／卜協会網， 『ナイジェ リア の経済事情』，18ページ。

（賢料） 『国述統計年経』， 1959年版。
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第 3表 学校統計

I 
― ”~ ー • ・” — ー~ ー・~ • ~ ― ー・ • •一 • ・-・・・---・・ .一・

I 

1 ， 教 員数 ！ 学生 • 生徒数
年次 学校別 l 学校数 ！ ．． ．．．ー・ • •一―_1 - --•---------．-

I I 計 ，う ち 1 i-I• iうち女子

率で課せられている。さらに，

この最高限以」この年閻所得者

に対しては，所得税が所得者の

叶J告をもとにして，課椀委員会

(The assessment committee)に

よって賦課されるのである。こ

のように西部州においては，い

わゆる納税の義務的観念がかな

り1リ」［雁に表明されているので，

: ：女教員 i
---~~ --・ --•· ―—ー―· .ー—」＂—―一一ー

小学校 9,010 38,407 1 5,905 | 970,768 1 213,837 
中学校 i 21,4371 1,827 

1950年 1 職 業 学校 ｝ 239 1,871 273 ; 1,207 24 
師範学校 s, 786 I 1, 123 

i l I i 1 高等専門学校 一 i ― 1 327 14 
. . . •.. ・・・-・ -- -・ _I -・・―-・・―---'--・・・--· ·· ·―雪―-• ---• 一 1 -・ ~●●

小 学 校 15,706I -I -[ 2,447,631 I 854,218 : 
中学校｝

1957年 I職業学校
4,4s9 ! -i -I s?,489 I 10,436 

師範学校 243 I -I --I 20,sos: 4,900 
高等専門学校 1 ! -！ - 704, 35 ， 

~ → ● ー · -· ··—. _,. ― 

（出所） 日本プラント協会編，『ナイジ ェリア の経済事梢』， 12ページ。
この、1!、iにおいても， 1咀部州の牒(I芽料） 『 I卦辿統n 1 • 年鑑』， 1959年版。

が就学しているのである。 このようなナイジェ リ

アにおけるマス ・コミと 教育制度のかなりの光逹，

普及によって， さきにあげた［月辿報告による都市

化の諸疫囚が さらにいっそう 効果的となるであろ

うこともいうまでもない。

つぎにナイジェリアにおける部巾化の誘囚と し

｀政も 1•E 裳な 2 、lヽばについて誦述したい。

1 fl.[税制度の特色(tl.15)

ナイジェリアの徴税体系は必ずしも元(Ii/iしたも

り）ではないといわ」してはいるが， 地方自治体的存

在としての地万政府 (regionalgovernment)によ

ってそ｝しそ吋しの特色をもってし・ヽる。 すなわち北部

州 (TheNorthern Region)では所灼税 (income

tax)は地Jj的に分割され，賦課単位は村路(village)

である 。村当局はまず村の占老(elders)と相談し，

9'との文払い能力に応 じて成年男子に課枕する。 こ

I}）ように北部州ではかなり封建的な徴税制度が一

般的であり， いわゆる胤利 ・義税I久．j係という近代

的抽象化が辿んでいないのである。 他）'J四部州

(The Western Region)にあっては均等税 (flat

rate tax) なるものがあり，年尚所得が 24ボン

ドから 40ボンドにある者に対し， 15ペンスから

22ペンスまでの租税が，地方によりそれぞれの税

村から都市への人口移動の激し

さが説測される 1つの根拠を見いだすことができ

る。

2 農村経済と の問祐

アフリカ諸園の政治的発股および特に著しい民

放慈識の成長など も，アフリカの小農経済(African

peasant agriculture) の不安定性の結果と考えら

れてきているように， われわれもナイジェリアの

都市化を究叫する場合， その小）農経済の内包する

ィ辺安定煤囚を分析せねばならない。

ところで第 2, :l, 4, 5, 6図からも 1リJらかなよ

うに， ナイジェリアにお lヽ ては北部州の人11分布

は比較的分散的であり， しかもその）農業形態はい

オ）ゆる混合；農業 (mixedfarming)Cl:1'16)が一般的で

ある。つまり小股規模で家畜飼義と飼料作物のilも

合的生揺であるので， 労働集約的となり労働の移

動は必ずしも 急激には顕在化し ないのである。 こ

れに対して 1)__g部州においては， 第 2,3図が小 して

いるように， 人 1:~1 分化がきわめて集l|i[lり であり，

股業形態は換金作物股業 (exportfarming)が大き

な比重を占めている。 しかもこの地域におい ては

都市周辺における換金股業が行なわれており， 都

市近郊農村の土地利用形態は伝統的なものの存続

を許さず， 輪作方式は しだいに排除されてきてい
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る。 したがって都市近郊における土嬢肥沃度の低

格は急激であり， しかもそれはツェツェばえ (tse-

tse-fly)の横行による家畜飼養の困難さが自給肥料

の使用を許さないことにより倍加されている。

あらためていうまでもなく， ナイジェリアにお

いても大規模土地所有は機械化農業に対する基本

的条件の 1つである。そしてこの点に関して，ナイ

ジェリアの小規模な寄せ集めの土地所有形態は股

業発展に対する主要な阻害要因となっている。そ

こで集団農業の形態に土地所有を統合することは

必要であるが，そのような）畿地改革 (landreform) 

ともいうべきものが小殿に対してどれだけ受け入

れられうるものであるかという点， および巾部地

楷(TheMiddle Belt)（第 1図）のような良質な土

地が分散しているためにどれほど有効となりうる

のであろうかという点において一般的には受け入

れられないであろうといわれている（注17)。 しかし

ながら西部州においては小規模ながら協同的機械

化農業が行なわれているといわれている（注18)。

このような農村経済の地方的特色は， 北部州に

おいては農村から都市への人口集中は顕著でな

く， 西部州および東部州においては都市または都

市周辺への農村からの人口集中がかなり明確に行

なわれてきていることの根拠の 1つとなっている

のである。

ところで本稿の目的とする都市化の労働供給側

面に1姐する分析に入る前につぎの点に論及してお

きたい。すなわち第 4表から明らかなように，ナ

イジェリアにおける都市人口の増加は 1931年から

1952年の 21年間にわずか0.7％にすぎなかった。

それゆえに， 本稿ですでに指摘したナイジェリア

都市化の程度は閻題とするに足りないのではない

第4表 都市および農村人口の分布比率（％）
• --・ • •一 ー•-

国 名 1 年次 — 都市人 口 農村人口

アフリカ人非ァフリカ人 アフリカ人非アフリカ人

アルパフリ［門[][.--:t l t旦 げ
工 ' 、 1937年 |24_2 _ 1.0 I 74.6 

: 1957年 32.9 l.O I 74・6 67.1 
0.2 

(UAR) 
---••―•一 ・・ •---- • 一ー ・• ---- 1 ---- - - --- . - - | - -- ―-― 

| 
仏領西アフリカ・ 1936年

11956年
-I l. 1 (）． 1 1 98. 6 0. 1 

4.1 0.3 i 95.4 0.1 
・―--•一 ·• -- - --- -• I 

ケニア
1948年 2.6 2.2 ! 94.3 0.9 
1957年ー 2.9 I - 1.3 

マダガスカ）レ ，
1 1936年| 3.9 0,4, 94.9 
, 1956年

| i 19565¥ i s. 6 o. 7 I 92. 9 
.． ----•• • - -

ッコ |1936年 1 10.8 
----J 

モロ 2. 4 | 86.0 
1954年I1s.6 3.2 79.1 
t ・----・ •—-----'  

ナイジェリア 1931年！
1 1952年 t:i
． ． I 

ローデシア 1951年 4.0 
ニアサランド I1956年 5.5 

南ア連邦Ii~謬 l 昇：［
--...-• --• -•一ー•-

（出所） U. N., Economic Survey of Africa since 1950, p. 14. 

（資料） U. N., Demographic Yearbook, 1948. 
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かとの観察ができる。し

かし第 1表において明示

されているように， 1' 

2の例外を除けば， ナイ

ジェリアの主要都市人口

の増加率はその全都市人

口の増加率 (0,7%）をい

ずれも上回っているので

ある。つまり都市人口は

極端に集中的な増加を示

しているのであり， ここ

にナイジェ リアの都市化

を分析する場合注目すべ

き点があるのである。換

言すれば， この都市化は

著しく集中的な密度の高

い都市化であるというこ

とができる。
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（注12) U. N., Report on the World Social Situ-

ation, pp. 144~6. 

（注13) The Commonwealth Year Book: 1959, 

p. 763. 

（注14) 上記 The Commonwealth Year Book: 

1959によ れば，ナイジェリアにおいては1959年から

テレビ放送が開始される予定であるが，聴取率などの

点に関しては詳細は不明であり， したがってマス・コ

ミとしての影梱を過大評価することは危険であろう。

（注15) U. S. Department of Commerce, In-

vestment in Nigeria: 1957, pp. 131~2. 

（注lfi) K. M. Buchanan & J. C. Pugh, Land 

and People in Nigeria, 1955, pp. 123~5. 

（注17) K. M. Buchanan & J. C. Puch, ibid., 

pp. 163~6. 

（注18) K. M. Buchanan & J. C. Puch, ibid., 

p. 1 6 6. 

m 労働市場に関する考察

すでにナイジェリアにおける都市化の諸要因を

分析してきたわれわれは， その都市化の背景にひ

そむ労働移動の形態をつぎのように規定すること

ができる。すなわち（1）出かせぎ的ないし臨時的労

働移動，（2）定着的労働移動の 2形態である。

ところでナイジェリアにおいて出かせぎ的また

は臨時的労働移動がきわめて多数にのぼるという

ことは重大な意味を持つものである（注19)。すなわ

ち出かせぎ的あるいは臨時的な労働者が労働市場

にはいってくることによって， 定着的労働者との

競争関係にきわめて典味ある問題が起こるのであ

る。いうまでもなく，労働市場がいわゆる完全競

争の状態に置かれているならば， 労働移動はそれ

が産業部門相互においても， あるいは同一産業部

門内部においても， 労働の限界生産力の均等化を

めざして起こるものである。 ここで特に低開発国

における労働移動を問題とする場合， われわれが

注意しなければならないのは労働市場における競

争構造についてである。

とこ ろで ナイジェリアの労働市場に関する分析

にはいるに先だって， 低開発国 (less developed 

countries)と先進国 (developedcountries)におけ

る労働市場がいかなる競争構造にあるかを一般化

したいと思う。

さて労働市場が形成された時， その中にはいっ

てくる労働者を労働の質的内容 (labourcapacity) 

によってつぎの 2集団 (twogroups)に分けるこ

とができる。すなわち 1つは近代的労働条件での

訓練と 経験および新技術の受け入れのための教育

的甚盤などの諸条件（注20)において優秀なものであ

り， 他の集団はこれらの諸条件において劣等なも

のである。つまりこの 2集団は同一の労働市場に

併存し fょがら同一水準における競争関係にはな

く， 後者は近代的産業の労働条件または雇用条件

の適用を受けえないものとして， 前者とは全く隔

絶された無関係 (indifferent)の状態にある。もち

ろんこれら 2つの集団において後者もその国民経

済の一般水準が低位にある場合には， いわゆる近

代的労働条件での訓練と経験とが必ずしも必要と

されず， 上記のような論旨は修正されねばならな

いとの批判があろう。 しかしこれはあ くまでも相

対的関係における状態を論ずるものであることを

ことわっておきたい。そこでわたくしは，前者を

近代的産業に雇用されうるために要求される競争

能力（あるいは条件）を具備したものとして競争

集団 (competitivegroup)，後者を逆にそのような

競争能力が不足しているものとして非競争集団

(non-competitive group)と呼ぶことにする。

これでわれわれの論述を行なうためにその道が

きわめてなめらかになったかに思われるのである

が， わが国の例をもって，本稿においてなぜに競

争集団および非競争集団という規定を行なわねば
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ならないかの諭拠を明らかにしたい。

いう主でもなく ，わが1閾においては (1)義務教育

の薯）文（注21), (2)種族的児質性の稀薄，

俗，
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および (3)風

習慣などの地方的較差の仰少などによりいわ

第7図 労働市場の競争関係

先辿語国 (developedcountries)の場合

,. --̀ 

ゆる社会 ・経済環塙 (socio-economical environ-

ment)がかなり爪くか ら抱伽されてきたために，

競争集団と非競争集団の間における隔絶の程度は

それほど強くは現われなかった。 しかも脹業部門

における過剰労力が股業生産力の漸増によって し

だいに股業部門か ら排出 される状態にあり，

し，

それ

ゆえにわが国においては股業部門の過剰労力がた

だちに産業予備軍として労働市場に圧力をおよぼ

競争集団としての非股業部門の雇用賃金を低

するならば，

位に抑1干する要因となってきたのであろう。換言

わが国に資本主義経済が浸透 してく

るにしたがって 競争集団と 非競争集団の隔絶が弱

められてきている と推定される。

競争集団

競争菓団

君芦‘笞万
に19In, 

＿＿ 明確な
近代的雇用部門 圧力関係

低開発諸国 (lessdeveloped countries)の場合

近代的屈用部門

風俗，

→非競争集団

1→偽装失業的
陥培

無関係
(indifferent)な状態

習懺などの一般化のような 「社会 ・

経済環境」の整備が比較的良好であるため， わず

かの訓練期間を設ける ことによ りかなりの適応能

しか しながら資本主義経済の浸透につれて， 競 力に到達することができるのである。 すなわちか

争集団と非競争集団との隔絶が弱められるのか，

あるいは資本主義経済の浸透 ・拡大する過程 (pro-

cess)においてその隔絶が弱められるのかに関し

て， 本稿が何らの論断をもくだすことができない

のを残念に思う（注22)。

ここで以上の論述を整理するために 低開発直お

よび先進国の労働市場がいかなる競争構造にある

かを図解したい（第 7図）。 先進諸国においてはた

とえば股業の機械化などいわゆる労鋤の資本装備

率が高め られることにより農業の生産力は急速に

上昇するなどのため， 農業部門から労働力がたえ

ず排出されねばな らぬ状態にあり（注23),

会 (job

雇用の機

opportunity)を待っているといわれてい

る。しかも当該国民経済において注目される点は，

都市での雇用機会を待 っている）謀村での過剰労力

は， (1)教育的基盤，（2）部族的異質性の稀蒋さ，（3)
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れらは労働市場における既存の非競争集団を膨張

させることによりいわゆる廂業予備軍としての作

用を及ぼすことになるのである（注24)。

他方低開発諸国にあっては，

過剰労力はばく大なものであるにもかかわらず，

(1)農業における労働の資本装備率が低位にある こ

と，

機会の増加は望み薄であるなどの理由により，

剰就業などの形態で農村内部に滞留せざる をえな

し‘o

股業部門における

および(2)非農業部門が低開発であるため雇用

過

ところがこれら低開発諸国においてもいわゆ

る貨幣経済が浸透するに したがい，

においても顕著にみられるように，

ナイジェ リア

都市化を経過

すること によりかなり の速度で農村労働の都市移

動が行なわれている。

門に対する適応性の稀薄のため，

しか し農村労働の非農業部

張させうるのではあるが，

非競争集団を膨

膨張した非競争集 団
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第 5表 似 用 椛 辿
•• ・・-・・ー・
1951年 i 1957年

崩業部門別 1 要薮―• 正牽―;―実~丁―正率
.．_l---•一—--・ • •--- ---•• ● - -•一： （人） （％） l （人） ！ （％） ----·-~··-- ---,----··---

第1次産業部門 I | 17 9, i,。
股 ・畜 産 業 39,676, 13.1 42,680 1 9.o I} その 他 14,559: 4.8 

.••• • .....一 ••• ・・---・・ー・・・・•一 ．． ．．r・. ・・・・・・: -—• 
43.2 第2次旅業部門 i . 39.8, 

鉱工業 |73,464 24.2 53,630 11. 3 
建設業 ，43,:-l41 [ 14. 3 I 142,782 1,lO. 0 

璽尺動旦｝1 :-l，882 1 3 1 8,816 1 1 9 

| ――.~·一→ー·---• ·— 
19.0 I I 47.8 第3次産業部門

商 業 18,011i 5.9 I 56,565 I 11.s 
連諭・通信業 34,571 I 11.1 I 45,032 I 9.s 
サービス業｝ 5 248 1. 7 123,882 26.0 
その 他' 2,191 I o.5 
ー •-----・ • --- - ・ -• - ．ー． ＿．＿＿ー

! 62,948 I 20.1 I -政 府 関 係 '
I 

.. ---っ•-^  -- .． • --•• 一ー・・・・・―--・ •ー ・一、
（注） 比率は兼者が作成した。

（出所） Department of Labour, Annual Report, 

1951~52, (Lagos: Government Printer) 

（資料） The Commonwealth Yearboo!t, 1959, p. 

738.および．T.S. Coleman, Nigeria, Background 
to Nationalism, p. 70. 

第 6表粗 生産高
• I ------------------•一―-- •一 • --

¥ 1951年 1957年

産業部門別 「 ------ー----- ----------実数 1 比率 実数 i比率
I !（I.00万ボン 1:) （％） （100万ポンド）1 （%） 

第 1次産業部門 407. 6 I 6s. s I so6. 9 I 62. s 
第 2次産業部門 60. 4 i 10. l I 118. 6 1 I4. 7 
第 3次産業部門 109.5 I 18.3 i 135.4 I 16.8 

政府関回 —―-- 192 1 3-:I _. 4601 57 

（注） 資料をもとに筆者の加工による。

（資料） The Commonwealth Year Book, 1959, p. 
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(increased non-competitive group)は競争集団に

対しほとんどなんらの影態をも与ええないのみな

らず， その外囮に偽装失業的就業構造囮を堆積す

るにすぎないのである。 この現象は国辿報告の指

摘するつぎの事尺と表裏一体をなしていることを

見のがすべきではない。すなわち低開発国におい

ては工業的または他の経済的発展に必要な補助的

活動の機械化と合理化の不足のために， 街頭行商

人，ボーター， 召使，宝 くじ売り， こじきおよび

その他の巾途はんばな仕事しかできない者など未

烈＼純労働者の府川機会が多く， ＇もitは大規模なサ

ービ ス部門となって顕在するのである (i125)。 ナイ

ジェリアにおいてもいわゆるサービス部門が全雇

用者の 25％以上を占めている のであるが，粗生産

困りにおいてはわずかに 20％にも逹しないのである

（第 5,6表）c つ庄り 叫該国民経済におけるサービ

ス部門のI朽准力は著しく低位にあるといえよう。

（注19) この点に関しては国述報告にも，未熟練労

鋤者の不安定性 (instability)からもたらされる都市に

おける 1雇用労働者の転換の高率が，アジア，アフリカ

およびラテン・アメリカでの諸都市におけるケース ・

スタディにより示されている (I.L. 0., Report on the 

Director General, Report I,参照）。

隣．20) ここにいう諸条件とは巣なる技術水粘や学

歴を意味するものでない。近代的産業の屁用に必要な

時間的厳密性 (punctuality) などを合意するものであ

る。

（注21) 教育水沿Wの高い者はその環境変化にかなり

早く逸応す ることができるも のであ るということは多

数の心煎学者が指摘している。

（注22) 競争集団および非競争集団における糀絶が

当該国民経済の資本主義化といかなる関係あるいは相

関にあるかという問廂は，究明さるべき重要さは認め

られるが，現在の研究段陪においては解答のでぎない

難題で，今後の研究課題の 1つとなるであろう。

(tl=.23) 労働力が農業部門から排出されねばならぬ

状態にあるということは，必ずしもその労働力が農業

外部へ移動しうることの全面的罪由ではない点に留意

すべきである。つまり都市の労働市場からの吸力 (pull)

によっても移動しうるからである。

(/-l:24) ここでil；意せねばならない点は，非競争集

団の膨脹が産業予備軍化するプロセスは必ずしもこの

ようにス ムーズではなく， ここに おける論述はいわゆ

る中進国としてのわが国の場合を暗示していることで

ある。

（注25) ヴェトナム， ラオス， カンボジアなどにお

いて，都市にきわめて多数の街頭商人，走り使い， こ

じき，小間物売りなどがみられることは，あえて国連

報告をまつまでもなく， ほとんどの旅行者も指摘して

いるところである。
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IV 結 語

問題が多岐にわたったが， ここでいままでの論

述をまとめて次の試論を行なうことができよう。

すなわち低開発国においては，すでに述べたよう

に社会・経済環境(socio-economicalenvironment) 

の一般的幣備が行なわれていなし、ために， 都市化

によって労働市場に流入してきた股村からの労働

力は， いわゆる非競争集団の外辺に「偽装失業的

階閣」の構造を形成することになる。 しかもわれ

われの最も注目せねばならぬ点は， 低開発国，な

かんずく部族的封建性が根強く残存しているアフ

リカ諸国においては， 労働はその封建的共同社会

から弛い規制を受けており， 労働の社会的抽象化
，， 

（注26)が行なわれていない点である。つまり労働力

の抽象化が行なわれていないために， 近代的労働

条件での適応作用に軍大な支障を持っているので

あり， この而からも「非競争集団の膨張が同時に

偽装失業的階層の膨張になる」のである。

結局低開発国においてアーバニゼーションが急

速に行なわれることは， 非競争集団と偽装失業的

階閻を同時的に膨張させることになり， 第 1章に

おいて指摘された「労働のばく大な浪費」は解消さ

れうるものではない。 しかも低開発諸国の社会・

経済環境の整備に先行してアーバニゼーションが

行なわれることにより， そこにおける「労働の浪

費」は実質的にはむしろ倍加するのであって， ヌ

ルクセの指摘する人口桐密な小農経済における偽

装失業が都市社会に転換的変型を行なうにすぎな

いとさえいうことができる。

（注26) 「労働の社会的抽象化」とは，いわゆる「労

働の商品化」のごとき資本主義経済の前提条件を必ず

しも意味するものではなく，部族共同体の共同財産と

いう一種の封建的社会制度による労働の非近代化を強

調するための表現である。
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ところで，．J.S. Colemanがその蒋 Nigeria,Back-

ground to Nationalism においても述べているよう

に，ナイジェリアにおける部族的封建制は各部族によ

りかなり異質的であり，たとえば東部州の Ibo（イボ）

族社会においては，富の個人的取得と法制的政治権力

の実施のあいだにかなり密接な関連がみられるなど。

Ibo族はナイジェリアにおいても比較的早くから封建

的部族制を脱していたと思われる。

補追

ナイジェリアにおけるアーバニゼーションとい

う社会現象を労働移動の側而から分析してきた筆

者は， 低開発国における社会経済環境の整備がそ

の経済開発にとっていかに重大な意味を持つもの

であるかを改めて思い知らされた。 さらにこの社

会・経済環境のみが整備されたとしても，それと同

時に近代的雇用産業の開発が行なわれなければ，

決して経済発展は軌道に乗りえないという一種の

悪循環を見るに至った。そして低開発諸国の将来

を展望するに当たりいやしくも楽観的であっては

ならないと思う。 しかしナイジェリアは 4つの大

きな輸出農産物（パーム製品，ココア，落花生および

ゴム）を持っているため国民経済の外貨事情もか

なり順調であり， その社会・経済環境の整備計画

の推進はかなり可能性があるといえよう。

なおアーバニゼーションを労働供給の側面から

のみ分析した点に関しては批判も甘受すべきでは

あるが， 他の側面（注27)からの分析，研究も軽視し

ている訳でなく， 今後の課題と．したい。

（注27) たとえば， 「農村から都市に流入した人口

が都市消費市場においていかなる作用をおよばす

か」にも少なからず関心を持っているのであるが，と

くに興味ある問題は都市地域 (urbanarea)に流入した

人口が消費生活において既存の消費市場から受けるい

わゆる demonstrationeffectsがどの程度のものである

かという点である。

国連報告などによると， 1956年における貯荼率はナ

イジェリアは 1.8％であって，他のアフリカ諸国とは
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蒋し＜ i|攻旅をれiっている。これはナイジェリアの都市

流入人「1が取得した貨幣収入を税金支払い，結納金な

どのかた ちで ただ ちに支 出してしまう傾 1句にあり， し

たがって貯袷する余裕が少ないことを示すと同時に，

貨幣収入の必要が迫った時に，出かせぎ的・臨時的に肱

用市場に はい ってく る傾 向にあ ることも暗示している

のである。 しかも西欧化のかなり進んだ商品市場から

のデモ‘ノス l、レーション効果を受け，その貯裕はさら

に伴少となるのであ ろう。
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研究所年報』， 1960年。

(lr) ．股林水産業生産性向上会議， 『のびゆく 農業26,

熱帯アフリ カの農業開発』。

(1$ 大川一司，『股業の経済分析』，大明棠， 1957年。

仁':.． ．---99●:.---•'““'“:-2 ー ·· ··=•: と-.-＝ •と 9_

：： 

i 
フ ィ リ ピ ン の金融と 資 本 形成

-- il11杏研究報告双曹 第10集一—―
(A 5判・上 製
箱入 ・260ページ）

第 1部 国内文献調査紺

馬場 啓之 助第 1章 国民経済の金融的側面．．-・........................................・-・ ・--

-―ーフィリビ、ノ経済の特質 ・ドル為替本位制と信用経済 • 国民所得と資本形成 ・ 経
済樅造と資本市場—

第 2章金融制度とその実態．．． ．．．．． ．．．． ．．．．．． ．． ．． ．．．．．． ．． ．．． ．． ．．．．． ．．．． ．．．．．．． ．二村龍・男

-―ー戦前の金融制度・ 戦後の金融制度とその実態
第 3章 農業金融．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．．．．． ．．． ．．．．．．． ．．． ．．．．．．．．．． ．．．．．．施 ）II 勉

ーフィリヒ゜ ソ農業の特徴・供業金融の実態と問題点—
第 4掌 資本形成 ．．．． ．．．． ．．．． ．． ．．．．． ．．． ．．．．．．．． ．． ．． ．．．． ．．．． ．．． ．．． ．．．．．．．．．．．．．．．伊東 譲

—国民資本の形成とその阻害要因・証券市場と投資機関 ．産業資本の育成策―
第 5意外国資本（アメリカの対比投資を中心として） ．． ．． ．． ．． ．．．． ．．．．．．． ．．．． ．．．． ．伊東政吉

—ーアメリカの対比投資の発展・アメリカ投資の形態・アメリカ資本の果たした役
阻・ 戦後におけるアメリカの対比援助と民問投資・戦後におけるフィ リピソの
外資磁入政策と外国資木―

第 2部 現地実態調査絹．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． ．．．．．．．弘田嘉男•松室徹夫

—ー最近におけ るフィリヒ゜ン経済の問題点 ・ 金融界におけ る諸問題・ 主要輸出産業
の状態―

（付録） 現地調壷日誌 ・引用文献リスト ・索引
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